
＜保険系列＞

氏名

担当専修科目

・リスクマネジメント ・コーポレートガバナンス

・リスクファイナンス ・コンプライアンス

・保険理論 ・モラルハザード

・リスクコントロール

・企業倫理

研究テーマ

研究指導領域

キーワード
（１０個以内）

志願者への
メッセージなど

商学研究科　教員情報

中林　真理子　（なかばやし　まりこ）

前期課程：「保険理論特論」「保険理論特論演習」
後期課程：「保険理論特殊研究」「保険理論特殊演習」

保険・リスクマネジメント・企業倫理に関する包括的研究

保険はリスクファイナンスの有力な一手法である。リスク処理に関する専門知識を有する
保険会社にリスクを移転することで、より少ない負担でより効果的なリスク移転が可能に
なることが多い。そして近年は保険に加えた多様なリスクファイナンス手法の開発が進む
と同時に、リスクの悪影響を最少にするためのリスクコントロール手法の重要性について
の認識が企業を中心に定着してきた。
本研究室では、企業を中心とした組織におけるリスクマネジメントの理論と実践について
研究指導を行う。組織の活動は、様々なリスクの影響下において展開されている。このた
め組織の構成員がリスクについて理解し認識していないと、思わぬところでダメージを被
り、組織としての持続的・安定的な経営が脅かされることになる。そこで、リスクマネジメン
トの知識習得に加えて、ケーススタディーにより、ビジネスリスクとそれに対するリスクマネ
ジメントプロセスに従った対応策について検討する。この際、企業を取り巻くリスクの一つ
として近年その深刻さを増している企業倫理に関わる問題に特に注目している。

保険関連科目はファイナンス理論の一部に含まれている場合も多いですが、明治大学大
学院商学研究科は保険関連科目が充実し、保険系列として独立する数少ない研究科で
す。
保険を含む多様なリスクファイナンス手法の開発が進んでいる一方、保険は欠かせない
存在であり続けています。保険制度のこのような有用性が何に由来するものなのか見極
めることから、リスクマネジメントの本質について考察を深めましょう。



＜保険系列＞

氏名

担当専修科目

・保険 ・金融教育

・リスクマネジメント ・

・中小企業金融 ・

・コーポレートガバナンス ・

・企業金融 ・

研究テーマ

研究指導領域

キーワード
（１０個以内）

志願者への
メッセージなど

商学研究科　教員情報

浅井　義裕　（あさい　よしひろ）

前期課程：「保険リスクマネジメント論特論」「保険リスクマネジメント論特論演習」

中小企業金融における保険・リスクマネジメント／金融教育

本研究室では、主に以下の3つのテーマについて、研究指導を行うことができる。第1に、
金融論に基づいた、保険リスクマネジメントの実証的研究（データに基づいた分析）につい
て研究指導を行うことができる。たとえば、上場企業・中小企業の資金制約、保険需要、リ
スクマネジメント（リスクファイナンス・ロスファイナンス）について、研究指導を行うことがで
きる。
第2に、機関投資家としての保険会社が、上場企業のコーポレートガバナンスにおいて果
たす役割にも関心があるため、企業統治、そして関連する企業金融のテーマに関する実
証的研究について、研究指導を行うことができる。
第3に、企業だけではなく、個人・家計の保険・金融教育の実証的研究について、研究指
導を行うことができる。

明治大学大学院商学研究科は、保険関連科目が充実し、保険を専門とする研究者が複
数いるという、全国的にも恵まれた環境にあります。そこで、それぞれの担当者が得意と
するアプローチで、保険の研究・教育にあたっています。私は、「金融論・中小企業金融
論」の観点を強調しながら、保険リスクマネジメントの研究・教育を進めています。



＜交通系列＞

氏名

担当専修科目

・交通理論 ・交通の公共性

・交通政策 ・交通の持続可能性

・交通史 ・都市交通

・社会経済学 ・観光交通

・経済社会学 ・生活交通

研究テーマ

研究指導領域

キーワード
（１０個以内）

志願者への
メッセージなど

商学研究科　教員情報

藤井　秀登　（ふじい　ひでと）

前期課程：「交通理論特論」「交通理論特論演習」
後期課程：「交通理論特殊研究」「交通理論特殊演習」

持続可能な交通政策に関する研究

　交通理論とは、交通という現象の実体を歴史的・体系的に認識しながら、交通の論理を
観念的実体として体系化することです。そのために、哲学・論理学の構築過程をまずは辿
り返すこと、同時に、社会経済学と経済社会学の歴史的・体系的な修得をすることが求め
られます。そこで、認識論・経済学・社会学に対する基本的な理解が得られるように指導
していきます。こうした基礎作業を経たうえで、交通の歴史・理論・政策に関する研究動向
を日本を基軸にしながら考察していきます。その際、陸運・海運・空運といった交通事業者
の視点、社会変動の視点、国際的な比較の視点にも留意していきます。

　学問とは反省即構成です。これは、現象だけに満足するのではなく、その構造と本質を
探ること、さらに、本質から構造と現象を再構築していくことを意味しています。交通という
各論に突入する前に、歴史性と体系性をもって交通を認識できる頭の中の目を創っていく
過程が必要なのです。「急がば回れ」という格言のように、一見遠回りにみえても、成果を
急ぐならば、着実な方法を採用することが得策だと考えます。



＜交通系列＞

氏名

担当専修科目

・交通インフラ ・中国・ASEANの交通・物流

・各輸送モード ・北米の交通・物流

・交通・物流政策 ・物流園区

・一帯一路
・PPP（パブリックプライベートパートナーシッ
プ）

・国境間交通の整備 ・途上国の交通インフラ整備

研究テーマ

研究指導領域

キーワード
（１０個以内）

志願者への
メッセージなど

商学研究科　教員情報

町田　一兵　（まちだ　いっぺい）

博士前期課程：「国際交通論特論」「国際交通論特論演習」

アジア・欧米諸国の交通インフラ整備、関連政策、各輸送モードの異なる展開、交通に関
連する環境の課題

本研究室は国境をわたって、各輸送モードをベースとする交通インフラを利用した国際交
通との関わりをベースに交通な様々な現象を理論的・実証的に解明することを目的としま
す。具体的に交通インフラの整備の仕組みやマクロ政策の視点による国際交通の展開を
始め、交通理論や交通政策の意味合い、異なる輸送モードの発展経緯と役割・特徴など
を研究テーマとしています。また、交通の視点で経済、貿易と関連しながら、企業や産業
における効率的な国際交通ネットワーク構築の仕組みつくりの見える化の研究も行ってい
ます。

研究者を目指す方を望みます。国際交通、国境を越えるSCM、物流、各輸送モード、中
国・ASEANの交通・物流、交通インフラの整備と運営などに関心のある方が対象です。交
通関連の課題を解決するために、幅広い交通分野の学問の発展を担っていくことを志す
る人物を求めます。交通に関する理論的勉強や語学もさることながら、実際の問題解決
におけるデータ分析、アンケート表の作成など、関連する指導はもちろん行うが、こうした
作業を自ら進んで行う積極性を持つ入室者を期待します。



＜貿易系列＞

氏名

担当専修科目

・グローバル・エコノミー（Global Economy） ・グローバル・サウス（Global South）

・国際貿易（International Trade） ・国際政治経済（International Political Economy）

・国際開発（International Development） ・SDGs（持続可能な開発目標）

・国際協力（Intenatinal Cooperation） ・公正な貿易（Fair Trade）

・南北アメリカ地域（North and Latin America）・アジアと南北アメリカの国際関係

研究テーマ

研究指導領域

キーワード
（１０個以内）

志願者への
メッセージなど

商学研究科　教員情報

所　康弘　（ところ　やすひろ）

前期課程：「貿易理論特論」「貿易理論特論演習」
後期課程：「貿易理論特殊研究」「貿易理論特殊演習」

『グローバル・エコノミー（Global Economy）と国際貿易』、『グローバル・サウス（Global
South）と国際政治経済』、『国際開発とSDGs（Sustainable Development Goals）』

本研究室ではグローバル・サウス（Global South）の概念や分析視角を用いてグローバ
ル・エコノミーや国際政治経済の現況、多国間スキームのダイナミックな構造変動を考察
することを目的としている。南北問題→新国際経済秩序（NIEO）の挫折→南南問題の登
場→グローバル化の推進→不平等を伴って複合的発展を遂げるグローバル・サウス
（or/and「抵抗する」グローバル・サウスの台頭）のメカニズムやその将来展望について研
究している。

国際連合が採択した持続可能な開発目標（SDGs：Sustainable Development Goals）にお
ける目標は、貧困、食料・栄養、保健・公衆衛生、教育、ジェンダー、水、エネルギー、労
働、産業、不平等・格差、都市問題、環境・気候変動など多岐にわたっている。これらは一
見すると、アジア、アフリカ、ラテンアメリカなど経済発展の遅れているグローバル・サウス
において、より早急に改善されたり、対策をとられたりするべきものとして考えてしまうかも
しれない。しかしながら、これらは日本や欧米などの先進国と相互に関連している複雑
で、かつ緊急な世界的課題であり、グローバル時代を生きる人類共通の課題である。さら
に、先進国における貧困・格差の拡大や環境破壊もまた、無視できない状況である。グ
ローバル化された市場に積極的に参加し、そこから利益を得ることができる人々・場所
（空間）・企業と、そこから排除されたり参加できなかったりする人々・場所（空間）・企業と
が、国籍や居住地に関係なく出現しているのが今日の世界の姿である。その意味でも
SDGsが掲げる「誰ひとり取り残さない」という理念は、どの国に住んでいても、どんな生活
をしていたとしても、全ての人にとって「自分事」として浮上している。本研究室での研究・
学びが、「誰ひとり取り残さない」を共に考える一助となれば幸いである。



＜貿易系列＞

氏名

担当専修科目

・多国籍企業 ・マネジメント・システム

・経営組織

・市場戦略

・現地経営

・組織と管理

研究テーマ

研究指導領域

キーワード
（１０個以内）

志願者への
メッセージなど

商学研究科　教員情報

篠原　敏彦　（しのはら　としひこ）

前期課程：「貿易商務論特論」「貿易商務論特論演習」
後期課程：「貿易商務論特殊研究」「貿易商務論特殊演習」

日本企業の海外進出活動とそれに伴う諸問題

１９８０年代後半以降、日本企業の海外進出はその業種や規模の大小を問わず着実に増
加し、今世紀に入ってからもその勢いは止まっていない。企業が現地で経営活動を営む
場合、国内で確立した多様な領域にわたる活動システムを海外でいかに迅速かつ効率的
に移転するかが課題となるが、そこには多くの障害や障壁がある。ここでは国際取引や国
際ビジネスなど広く国際経営に関わるそれらの問題を取り上げながら現状分析を行い、
課題解決へのアプローチを模索する。

受講者各人は、国際取引、国際経営、国際ビジネス、多国籍企業経営などに関わる個別
の問題意識が求められる。そのためにも早い段階から出来るだけ多くの最新文献サーベ
イに努めてもらいたい。



＜貿易系列＞

氏名

担当専修科目

・国際ビジネス・コミュニケーション ・経済学の心理学、行動分析

・国際貿易交渉 ・異文化のビジネス分析

・国際経済学 ・ビジネスリーダーの分析

・ビジネス交渉論　（国内外）

・経済学の分析

研究テーマ

研究指導領域

キーワード
（１０個以内）

志願者への
メッセージなど

商学研究科　教員情報

塩澤　恵理　（しおざわ　えり）

前期課程：「国際ビジネス・コミュニケーション論特論」「国際ビジネス・コミュニケーション論
特論演習」
後期課程：「国際ビジネス・コミュニケーション論特殊研究」「国際ビジネス・コミュニケー
ション論特殊演習」

・国際ビジネス・コミュニケーションの研究
・一般的なビジネスコミュニケーションの研究

今や英語でのコミュニケーションは不可欠である。実際にビジネス取引を行う場合、通常
の会話だけでは役に立たない。つまりビジネス及び貿易取引、交渉に必要な特別な言い
回しや、特殊な熟語が用いられることが多い。本研究室では理論的かつ多角的アプロー
チでビジネスコミュニケーション、経済学、ビジネス慣習、用語、経済行動などを分析す
る。指導は基本的に英語（日本語も可能）で行うため、卒業後インターナショナルな場に遭
遇しても即対応できる。

英語を翻訳せずにクラスでは自由に英語を分析道具として利用します。第一歩として英語
に自信がなくても恐れずにチャレンジすることが大切です。
ますますボーダレスが進む世界で活躍できるように自分を磨いて、勉強、研究しましょう。



＜貿易系列＞

氏名

担当専修科目

・国際ビジネス ・コンテクスト

・交渉 ・意思決定

・コミュニケーション ・グローバル化

・契約 ・WIN-WIN

・異文化 ・交渉スキル

研究テーマ

研究指導領域

キーワード
（１０個以内）

志願者への
メッセージなど

商学研究科　教員情報

山本　雄一郎　（やまもと　ゆういちろう）

前期課程：「国際ビジネス交渉論特論」「国際ビジネス交渉論特論演習」

国際ビジネスにおける文化の影響、特に、交渉とコミュニケーションに与える影響に関す
る研究

国際ビジネス交渉とは、言語・文化・商習慣・価値観等異なる企業間あるいは個人間のビ
ジネス交渉を想定しており、一定の現実的効果をあげることを目的としたビジネス上の交
渉である。 学問的には、商学・経済学・心理学・法学・文化人類学・コミュニケーション等
に関係する学際的な位置づけとなる。現実のビジネス現場で行われる国際ビジネス交渉
において、当事者はどのような課題・問題点に直面しながら取り組んでいるかをふまえ、
解決策を考え、交渉はどうあるべきかを検討するのが領域である。グローバル化の進展
の著しい今日において、理論やモデルのみにより、全てを論じるには難しく、ハーバード交
渉術や交渉スキル等の面も領域として考えている。

国際ビジネス交渉論は、さまざまな学問分野に関係する幅広い領域の学問です。
日本人ビジネスパーソンにとって、国際ビジネス交渉を問題なく、効率的にかつ効果的に
行うことができるかどうかは、長い間、課題となっています。他国、他文化のビジネスパー
ソンにとっても同様です。
現実の国際ビジネス交渉や多くの専門家の整理・分析を見ながら、課題・問題点を見つ
け、より良い交渉を考えることにより、学問や研究目的のみならず、自らの実生活にも役
立つことを発見・認識できれば、幸いと思います。


